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大型ベンチ大型ベンチ

1-1 安心して子どもを産み、育てられる環境づくりの推進

主な支援策

主な支援策 概要 備考

1
生活応援

クーポンの配布
物価高騰支援として、町内で使用できるクー
ポン券を配布（8月発送済）

3千円分

2
移住支援

(※令和5年度分は

受付終了しました)

奈良県内企業等の人材不足の解消及び平群町
への移住・定住を図るため、東京圏から移住
し、就業等の条件を満たした方に支給

最大100万円
※令和5年4月1日以降転入、

39歳以下等の条件あり

3 結婚新生活支援
結婚に伴う新生活のスタートアップに係る費
用（住宅の購入費、引越費、家賃等の全部ま
たは一部）を条件を満たした方に支給

最大30万円
※夫婦共39歳以下、合計所得

500万円未満等の条件あり

4 出産応援ギフト
新たに妊娠の届出をし、面談を受けた妊婦に
対し支給。妊娠届時に申請書類お渡し。

5万円

5 子育て応援ギフト
出生届後に面談等を受けた子を養育する人に
対し支給。町保健師訪問時に申請書類お渡し。

5万円／子1人

6
低所得の子育て世帯
生活支援特別給付

児童扶養手当支給対象者、家計急変者等に対
し支給（申請不要者へは5月下旬支給済）

5万円／子1人

平群中央公園・北公園に子ども達が夢中になって遊べる仕掛けがいっぱいのアスレチック遊具の整備
を行いました。多くの親子連れが町内外から訪れ、歓声と笑顔で楽しめる空間となっています。

大型複合遊具の整備

私立レイモンド平群こども園の開園

平群町初の民間こども園が、令和6年4月に開園します！
旧南保育園跡地（西宮1丁目）に新たなこども園として開園されます。
多様な子育てニーズに対応するため、連携を図ってまいります。

平群中央公園 平群北公園

イメージパース図

《 保育理念》
私たちは、すべての子ども

に対し、短期的な結果を求め
るのでなく、生涯消える事の
無い“生きる力”を育てたい
と思っています。

“生きる力”＝ 3つの心
① 人・命を愛する心
② 自然と共に生きる心
③ 想像（創造）する心



■ 生駒市との相互利用

・スポーツ施設▶生駒市井出山スポーツ施設、

むかいやま公園スポーツ施設が利用可能

・図書館▶生駒市図書館が利用可能。(借りた本は

同市のどの図書館でも返却可)

・し尿処理施設▶生駒市のエコパーク21で処理
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空き家バンク制度とは、自治体が主体と
なって運営し、空き家の賃貸・売却を希望す
る所有者から提供された情報を集約し、空き
家をこれから利用・活用したいとお考えの方
に紹介する制度です。

登録方法等、詳細はホーム
ページをご覧ください。

R3 R4 R5 計

空き家登録数 17 14 5 36

利用希望者数 40 67 46 153

成約数 7 2 5 14

（R5.9.30現在）空き家登録等の状況

公園・道路等の緑化や環境美化にボランティアと
して社会に貢献している団体に、苗木や資材等を支
援する制度です。現在12団体が活躍されています。

活動団体

菊美台クラブ（東山駅前ロータリー）

櫟原地域資源保全会（千光寺・役行者と修験の道）

チーム・マザーママ（平群北小学校前）

花つばき（椿台 若葉大橋北側）

虹グループ（若葉台 若葉大橋南側）

ウエストサイドガーデン（竜田川駅西側）

岸本清掃管理センター（平群駅南側）

竜田川・まぐわ淵愛好会（まぐわ淵）

竜田川まほろば遊歩道推進の会（河川敷）

ふれあい初香台園芸部（はつかやま会館横）

雪餅草（若葉台緑地）

紫陽花（若葉台緑地）

■ 三郷町との相互利用(スポーツ施設)

・FSS35スポーツパーク▶中学生以下は三郷町

内料金で利用可能（バスケットコート・BMXパー

ク・スケートボードパーク）

1-1 安心して子どもを産み、育てられる環境づくりの推進

スポーツ施設等の相互利用（生駒市・三郷町）

「山のぽっけ」花いっぱいサポータークラブ制度

空き家バンク

東山駅前ロータリー
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■社会科副読本「わたしたちの平群町」の改訂とデジタル化

ライフスポーツ財団・こども活動支援事業として町立こども

園の３歳児(年少)の運動遊びをしています。動物の「跳ぶ」「這

う」「股関節を広げる」など遊びを中心に楽しく体を動かしな

がら運動習慣の基盤づくりをし、マット運動など体力・運動能

力の基礎を培っています。

国庫補助金を活用し、理科教材備品を購入しました。

顕微鏡カメラ（平群小学校）

■へぐりこどもサミット～SDGs版カルタをつくろう～

町立小学校の授業で使用する、郷土学習の教材を改訂しデジ
タル化しました。タブレット端末を活用し授業を進めています。

町内各小・中学校と教育委員会が協力し、各校において学習を
進めているSDGsについて、現時点での成果を持ち寄って「SDGs
版カルタ」を作成しました。「へぐりこどもサミット」当日には、
将来の世界や自分たちの暮らしに貢献する態度を提案しつつ、互
いに学習したことを交流しました。

■顕微鏡カメラ等の整備

平群町こどもスポーツ体力向上事業

1-2 未来を担う子どもたちを育てるまちづくり

・平群北小学校▶中央棟１階から３階のトイレを全面改修
・平群南小学校▶新しいコンビネーション遊具の設置
・平群中学校 ▶北館２階トイレの全面改修

教育設備の充実と、快適で安全な学校生活のために

近畿大学との包括連携協定の活用

町内遊休農地を有効活用して、近畿大学農学部のアグリビジネス
実習を実施しています。

6月には、平群南小学校にゲストティーチャーとして３人の大学
生が来てくれました。子どもたちは学校で育てている野菜について
大学生たちと交流しながら和気あいあいと学ぶことができました。
これからも近畿大学との包括連携協定を活かした取組みを実施し

ていきます。

■施設整備の状況

平群南小学校に設置された複合遊具

■平群町地域クラブ活動 ～“やりたい種目”を“やりたい日”に！～

学校主体であった「部活動」を、これからは「地域」主体で取組んでいくものへと
移行していく「中学校の部活動改革」が、現在、国をあげて進められています。
そこで今年度は「スポーツ庁検証事業（実証事業）」として、11月～「ヒップホッ

プダンス」、12月～「硬式テニス」について募集し取組んでいます。
詳細はHP



6

■親しみのある「広報紙」作り

広報紙700号記念企画で、町内小学生から募集した習字作品を表紙の

題字として採用しています。（令和6年5月号まで毎月掲載）

広報・ＨＰ・ＳＮＳによる情報発信

LINE

LINEは防災情報等、Facebook等では「#平群のおいしい給食」「#平群で子育
て」等、関連記事を検索できます。HPでは広報の他、折込・回覧物も閲覧できます。

■情報発信のデジタル化を整備（HP・SNSでの発信）

1-3 魅力つたわる情報発信

観光インスタグラムを活用したPR活動

プロモーション活動

■動画制作
30秒動画を2本制作し、その内1本を奈良テレビ主催の「ふるさとCM大賞2023」に応募しました。

現在どちらの動画もYouTubeにて配信しています。ぜひご覧いただき“いいね！”をお願いします！

■フリーペーパーへの記事掲載
奈良県と京都府南部を中心に発行されている子育て情報発信

メディア「ことまま」にて、パパ・ママへのインタビューや子育
て支援・施設等の情報を掲載しました。

動画B「トップの座は譲れない」動画A「平群の恵みをあなたへ」

■フォトコンテスト
7月～8月に「#へぐりフォトコン2023夏」を実施しました。平群町の

魅力の発信と愛着の醸成を目的に「私のお気に入り in へぐり」をテーマに
写真を募集し、約150件の応募がありました。

■飲食店紹介
平群町を訪れる人に食事や休憩を町内でしてもらうことを目的に、

平群にしかないお店として町内飲食店の紹介投稿を実施しました。

■近鉄主要駅で広告掲載（ポスター、デジタルサイネージ）

大阪難波駅や大和西大寺駅等への掲載を通じて、結婚新生活
支援事業のＰＲを行いました。

■ＳＤＧｓの周知

SDGｓについて考える機会として、SDGｓの紹介や身近な取組み、

クイズなどのコラムを広報・HPに掲載しています。

■手話言語の周知・啓発

昨年度に手話言語条例を制定し、手話への理解促進・普及を図るため、

定期的に手話単語をコラムとして掲載しています。

生駒駅のポスター

フェイスブック

観光インスタグラム



■道の駅大和路へぐり四季フェスタの開催

■「愛と賑わいのあるふれあい広場」の魅力の高まりから賑わい向上

2023冬・春「古都華フェア～古都華の聖地:平群～」 令和4年12月～4月

2023春「へぐり美(うるは)しフェスタ」 4月22日～5月31日

2023夏「平群ブランドフェスタ」 7月1日～9月30日

2023秋「平群ブランド収穫＆フラワーフェスタ」 10月1日～11月30日

2024冬・春「古都華フェア～古都華の聖地:平群～」 12月～令和6年4月

憩いの場となっている「ふれあい広場」花壇を町観光ボランティア
ガイドの会、屋外店舗事業者の皆さんと協働で定期的に植え替えてい
ます。四季折々の花々が、県内外からの来訪者を温かく迎えています。

幅広い層の集客と賑わいを創出する「道の駅大和路へぐり未来プロジェクト」を推進し、四季
フェスタを実施しました。秋のフェスタでは、ヘグリローズ「幸せの花リング」写真スポットを
設け、平群の魅力を発信しました。
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道の駅大和路へぐり くまがしステーション

■コロナ禍以降、売上げは年々増大！令和5年9月奈良県道の駅人気ランキング「第1位」

手作りみそとれたて市の賑わい

平群産農産物を核とした「とれたて市」の産地直売、県内産ブランド商品、平群ブランドス
イーツ等の令和4年度決算売上実績額5億6千万円（対令和2年度決算比1.31倍）。
一方、生産者の高齢化と担い手不足により、農産物の量・品数の減少、および質の低下が懸念

されています。課題克服のため、道の駅大和路へぐりが核となって地域ぐるみの6次産業化を進
め、持続可能な安定経営の支援をしています。

古都華ピューレ加工

ボランティアにより手入れされた花壇

幸せの花リング(バラ)

1-4 豊かな歴史資源や特産品を活かした観光まちづくり

平群ブランド／基幹産業のPR

自然・歴史・農産物・暮らしなど平群らしさを育むものとして「平群
ブランド」を制定。現在、農産物８名２団体、加工品５品目、文化財等
地域資源２ヶ所を認定しています。

また、総合文化センターではボランティア団体により、美しいバラが
植えられています。役場入口にもそのバラ等を飾り、来庁者へのおもて
なしの気持ちを込めてバラや小菊のPRをしています。

それらの高品質な農産物等を全国へ広く知ってもらうため、ふるさと
納税の返礼品としても多数ラインナップしています。特に奈良県ブラン
ド苺「古都華」の栽培面積は平群町が県内TOPであり、返礼品の中でも
平群の古都華は人気が高く、多くの寄附者に喜ばれています。



■ 「武将印」を活用した町内外へのPR

■「平群史蹟を守る会」の活動

■「信貴山城址保全研究会」の活動

■「平群町観光ボランティアガイドの会」の活動

令和３・４年度に企画制作した武将印を活用し、町内
外の歴史イベントにブース出店しています。イベント出
店の際には各史跡などの紹介に加えて、限定版の武将印
を特別販売する等町の文化財資源のPRに努めています。

道の駅大和路へぐりくまがしステーションに常駐(土日祝10時～15時)
しており、古墳などの平群町の見どころを、心を込めて案内する活動をし
ています。毎年恒例の千光寺の戸開式(とあけしき)・戸閉式(とじめしき)
や、藤田家住宅(重要文化財)の公開などに併せた案内は好評です。令和5
年度は、4年ぶりとなる「へぐり時代祭り」で「歴史ウォーク」を実施し、
町内外より多くの方が参加しました。

発足以来、登山道から松永屋敷跡を含めた城址一帯の散策道を整備し、
ボランティアスタッフが毎月清掃活動を実施しています。また、歴史家の
先生などを招いて、講演会や現地見学会などのイベントも行っています。
平群町では、「信貴山城址保全研究会」をふるさと納税の指定団体と

することで資金面や、城址の整備に必要な許認可面でも活動をバックアッ
プしています。

昭和45年に烏土塚古墳の保存運動を契機として発足した平群史蹟
を守る会は、行政とも連携しながら、夏季公開講演会や古墳の草刈
り整備等、平群の史蹟の普及啓発や調査保存に向けた幅広い活動に
取組んでいます。

歴史ウォーク（椿井城跡）

整備された散策道（松永屋敷跡）
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文化財資源の保全

令和５年度は吉新の旧家に所蔵されている、明治時代以降に作成されたも
のを中心とした古文書の整理作業を実施しています。一部作業には、専門課
程を履修する大学生のほか、公民館教室「文化財調査サポーター養成講座」
受講生の協力を得ています。

また、文化財の価値の発信・共有(＝活用)に向けた取組みとして、町民向
け講座等を通じ、過去に実施した文化財調査成果の社会への還元を図りまし
た。あわせて、年度内に総合文化センターにて企画展示を開催予定です。 調査対象資料の一例

夏季公開講演会

1-4 豊かな歴史資源や特産品を活かした観光まちづくり

文化財資源の活用
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■コミュニティバス事業

水や食料・衛生品などの防災備蓄品を町指定避難所など12ヶ所の施設で分散備蓄し、災害時に迅速な
対応ができるよう努めています。また、物資の供給や施設の応急復旧のため民間企業36社および行政機
関８団体と防災協定を結び、防災力の強化に努めています。

■自主防災組織(結成30団体 組織率89.3％)

■地域防災計画や ペットに関するマニュアルの作成

■職員による「土のう作り訓練」の実施

2-1 災害に強いまちづくり

2-2 生活を支える公共交通

今後発生する大雨等に備え、災害発生時には全職員が迅速に対応できること
を目的に実施しています。作られた土のうは土砂崩れ対策として備蓄されます。

■防災備蓄品の確保と防災協定の推進

風水害や地震を想定した地域防災計画と防災ハザードマップの周知
徹底を行っています。令和4年には「避難所におけるペット対応マ
ニュアル」「災害時のペット飼育と同行避難マニュアル」を作成しま
した。

災害発生時に大切な「命」を守り、安心して暮らせるまちづくりを推進するため、「共助」の要であ
る地域自主防災組織の結成を支援しています。また、防災研修会として出前講座を開催しています。

■デマンド型乗合タクシー(高齢者の移動支援)

いつまでも元気に生活ができる移動手段として令和3年
10月より運行しています。（対象：65歳以上の方）

①住民の健康維持 ②通学支援③観光支援(地域活性化)等を目的
に、２ルート(西山間・南北循環)で運行しています。令和5年6
月・11月には、地域住民への外出支援を目的に無料乗車を実施し
ました。

2-3 地域で支え合い、安心して暮らせる福祉のまちづくり

■スマホ講習会

スマホを活用し「登録制メールサービス」「防災アプリ」により災害

時の情報を確実に入手できるよう、基本的かつ便利な使い方等を習得で

きる少人数制の講演会を全6回開催（令和５年10月～令和６年１月）

■マイナンバーカード作成サポート

・来庁が困難な方を対象に、予約制で自宅へ出張し、写真撮影から申請
までのサポートを行っています(令和６年３月まで)。

・窓口では写真撮影(無料)、申請書類作成サポートを行っています。
・マイナンバーカードは身分証明書として使えます。また、コンビニで
住民票等が取得できます。(令和５年11月末時点：平群町交付率77％)



総合文化センター外観(入口右：図書館)

平群町総合文化センター

どんぐり広場(マルシェ)くまがしホール(なつやすみとしょかんひろば)
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■第12回へぐり時代祭り（4月29日）

４年ぶりに開催しました。メイン会場を道の駅大和路へぐりから総合文化センターへ変更し、大幅
に内容をリニューアルしました。平群駅前を歩行者天国とし、模擬店出店者も過去最多の89店舗と
なり、多くの来場者に楽しんでいただくことができました。

2-4 生きがいを創り出す生涯学習と文化活動

平群町総合スポーツセンター

各種イベントの開催

■オータムフェスタへぐり2023（10月28日～11月4日）

農業振興並びに芸術文化の振興を図るとともに、地域コミュニティの醸成を目指すことを目的に、収
穫祭と文化祭を一体化した、「オータムフェスタへぐり2023-秋の収穫祭＆文化祭」を開催しました。

へぐり時代祭り 主産物共励品評会 展示部門

メイン・サブ
アリーナ

令和4年度にアリーナ照明のLED化を行い、より利用し
やすい環境整備を行いました。

トレーニング室 マシーン等の定期的な入替えや機器使用に関する講習会
を通じ、健康増進のため多くの方が使用されています。

会議室・研修室
定期的に文化・芸術活動等を行うクラブ、会議・健康体操・学習会・イベント等の
控室など多目的に使用されており、文化交流の拠点となっています。また「自習ス
ペース」として空いている部屋を無料開放しています（対象：小学生～大人）

展示スペース 町内で活躍されているグループ・個人の作品や活動紹介や、文化財、地域の情報な
どを順次展示しています。

くまがしホール 講演会や演奏会、ダンス発表会など、多くの団体が使用されています。

どんぐり広場 住民参加によるイベント(マルシェ等)が開催され、賑わいを創出しています。

図書館
利用者の知的支援の拠点として、まちの案内コーナーも併設し、地域の情報収集発
信機能も備えています。子ども読書活動推進の一環として、本やおはなしに親しむ
ため、「なつやすみとしょかんひろば」開催しました。



ごみ減量対策 ～みなさんのご協力が不可欠です～

紙・布類
42%

ビニール・樹脂・皮革等
25%

木・竹・わら

類
10%

厨芥類
19%

不燃物類

2%

その他

2%

可燃ごみの種類組成割合（R4）

1,204ｔ

458ｔ

898ｔ 2,025ｔ

・新聞雑誌はもちろん「お菓子やアイス
の空き箱」等も、潰してから町内リサ
イクルステーションや集団回収に出しましょう。

・状態が綺麗な「服」「カバン」「マンガ」等は
リサイクルショップで買い取ってもら
える場合があります。

■ なんと25ｍプール26杯分！(可燃ごみ年間排出量)

可燃ごみの量は1日約13t。年間排出量は約4,800tにもなります。

■ ごみの半分は「紙・布類」

■ 捨てないで！野菜や果物「皮にも栄養」

・残留農薬の不安がないものは皮も食べてみま
しょう。むく手間も省けます。

・「皮ごと食べられる果物」や
「○○の皮 レシピ」等と検索
してみましょう。

■ 生ごみは「ポイする前にギュッとひと絞り」

・お茶パックや生ごみ等を水切りする
と重量を 10％ も減らせます。

・水分が少ないごみは、燃やしやすい
ため、燃料を大幅に節約できます。
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総合文化センターにて、住民代表（エコ連絡会）共催により、住民協働の
「ごみ減量フェスタ」を開催。当日は約600人の参加がありました。

【開催内容】フードドライブ、こども用品交換市、陶器交換市、エコ工作教室、
エコ川柳発表会、エコぬりえコーナー、パッカー車の展示、生ごみ処理機展
示コーナー、わたがしの無料配布、おいしいエコクッキング展、堆肥・朝顔
の苗無料配布、アクリルたわし講習会、おもちゃの病院など

2-5 環境への負荷の少ないまちづくり

（役場東駐車場内）（音の花温泉付近） （椿井交差点北西）

ダンボール・新聞紙・雑がみ等のリサイクルステーション
を運用しリサイクルを推進。食器回収もしています。

▲土に生ごみを埋めると、
もともといるバクテリアが
生ごみを分解してくれます。

▲庭でもベランダでも
設置可能な簡易タイプ
です。

キエーロ簡易版「プランターDEキエーロ」を作
成し、環境保全推進員(エコリーダー)やモニターの
ご協力により、生ごみ削減への実証実験を行ってい
ます。今後、より多くの皆さんにご協力いただける
よう取組んでいきます。次回募集は広報等でお知ら
せしますので、ぜひご応募ください。

103t 111t

■「ごみ減量フェスタ」を4年ぶりに開催（5月）

生ごみ削減への取組み

紙ごみ削減への取組み

町内3ヶ所のリサイクルステーション

プランターDEキエーロ（土の力で分解）

北部 中央 南部
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2-6 持続可能な行政運営に向けたまちづくり

令和4年度決算 全国ワースト順位

家計に例えると、給与（経常的収入）で日々
の生活費（経常的支出・食費、ローン返済、
光熱水費等）を賄えているかどうか。

借入ローン残高や保証額などの負債が大きすぎ
ないか、負債の規模を表しています。高いほど
苦しい状況が長く続くことがわかります。

返済額の負担度合を表していて大きいほど借
入ローン返済に困っていることになります。

経常収支比率
(R1）９９．９％ → （R4）90.5％

将来負担比率
(R1)241．3％ → (R4)156.7％

実質公債費比率
(R1)１６．1％ → (R4)14.4％

公債費の負担が大きい実質公債費比率(市町村) 地方債借入残高が多い将来負担比率(市町村)

奈良県内順位 ワースト１位 奈良県内順位 ワースト２位

区分 R3 R4

歳入総額 8,205,132 7,742,595

歳出総額 7,743,294 7,311,753

実質収支 412,355 376,477

実質単年度収支 597,647 302,110

地方債残高 13,841,974 12,788,537

財政調整基金残高 465,198 715,197

※左は普通会計決算。
決算の詳細は、
広報11月号、または
町ホームページを
ご覧ください。

■計画期間中の決算推移

「緊急財政健全化計画」の推進（計画期間：R3～R7）
現在、町では、住民皆さまにもご協力をお願いし、財政の健全化に取組んでいます。

計画目標値(R7決算) 経常収支比率 94％以下 / 将来負担比率 140％以下 / 実質公債費比率 15％以下

ワースト
全国順位

市町村名
実質公債費

比率(%)

ワースト
全国順位

市町村名
将来負担

比率(%)

1 北海道夕張市 67.4 1 山形県長井市 234.4

2 京都府与謝野町 17.2 2 北海道夕張市 220.7

3
北海道網走市
岩手県奥州市

16.7 3 香川県多度津町 173.1

… … … …

29 平群町 14.4 9 平群町 156.7

5.5 8.8
8.0 33.9

公債費の負担が大きい市町村（実質公債費比率） 地方債借入残高が多い市町村（将来負担比率）

（奈良県内順位　ワースト1位） （奈良県内順位　ワースト2位）

全国平均
奈良県平均

全国平均
奈良県平均

令和4年度決算は 3億7,448万円の黒字決算

（単位：千円）



財政健全化の取組み効果額
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Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

（取組前）実質収支
7 △ 86 △ 176 △ 322 △ 471 △ 688

（取組後）実質収支
215 412 377 204 91 92

（取組前）実質単年度収支
△ 306 △ 93 △ 146 △ 146 △ 149 △ 217

（取組後）実質単年度収支
46 598 302 △54 △113 1

2-6 持続可能な行政運営に向けたまちづくり

臨時的な職員給与カット、地方債の
繰上げ償還や町有地の売払実施など、
財政健全化の取組みの効果が着実にあ
らわれています。

町財政は、歳入では３分の２は依存
財源（地方交付税や国庫支出金など）
が占めており、自主財源（町税など）
の比率が年々低下しています。また歳
出では、全体の半分以上を義務的経費
（人件費、公債費や扶助費）が占めて
おり、硬直した財政構造にあります。

奈良県から発令されている「重症警報(令和5年度発令中)」に対応し、「緊急財政健全化計画」を推
進しています。その成果により、財政状況は取組み前から大きく改善されています。全国水準・県内水
準と比べるとまだまだ健全な財政状況とはいえませんが、奈良県と連携をとりながら、今後も継続して
財政健全化に向けた取組みを実施してまいります。

■しかしながら・・・

【令和4年度効果額】

3.1億円

県と連携をとりながら財政健全化を推進

自主財源

25億8293万円

義務的経費

40億5377万円

依存財源

51億2169万円
投資的経費

2億609万円

その他経費

30億3196万円

公債費の軽減

1.2億円

総人件費の抑制

6,000万円

業務の見直し

5,100万円

税収入等の確保

6,400万円
財産の処分・活用

1,500万円

【歳入】 【歳出】

(単位：百万円)
△ 700

△ 500

△ 300

△ 100

100

300

500

700

R02 R03 R04 R05 R06 R07

財政シミュレーション
（取組前）

実質単年度収支

（取組後）

実質単年度収支

（取組前）

実質収支

（取組後）

実質収支

■今後の収支見通し
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―資料― 「平群町ウォーターパーク」廃止経緯のご説明
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ご意見をお持ちの方は、上記メールアドレスまでご連絡ください。
お寄せいただいたご意見に対して個別に回答はしませんが、今後の行政運営の参考とさせていただきます。

編集・発行 奈良県 平群町 TEL 0745-45-1001 FAX 0745-45-6619
URL https://www.town.heguri.nara.jp
メール info@town.heguri.nara.jp


